
市税
45.1％
繰入金
7.9%
諸収入
3.3%
使用料及び
手数料
2.2%
分担金及び
負担金
1.3%
繰越金など
0.9%

その他
1.8％
地方消費税
交付金
5.8%
県支出金
6.5%
地方交付税
2.7%
市債
6.7%
国庫支出金
15.8%

歳入
615億
0千万円

自主財源 60.8％

普通建設
事業費
8.6％
その他
1.9%
繰出金
7.9%
補助費等
6.4%
維持補修費
0.3%
物件費
17.6%

歳出
（性質別）
615億
0千万円

投資的経費 8.6％その他 2.4％ 経常的経費 89.0％

義務的経費
57.3％

人件費
22.6％
扶助費
26.2%
公債費
8.5%

その他
1.5%

公債費
8.5%
教育費
12.5%
消防費
4.4%
土木費
8.0%

歳出
（目的別）
615億
0千万円

総務費
12.2％

民生費
43.8%

衛生費
7.6%

商工費
1.5%

※外円の構成比は、各区分での端数調整により、内円の構成比の合計と異なる場合があります。

依存財源 39.2％

一般会計

予算編成に関する会派要望書

市政だより 発行日令和3年3月

令和3年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止策を引き続き講じつつ、新しい生 活様式の定着を図る中で、安全・安心な市民生活の確保、
及び地域経済の活性化を念頭に、 後期基本計画をはじめ、各行政計画に掲げた各種施策を推進するため、以下の項目を重点 事項として予算を編成する。
　① 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉を充実すること ④ 未来をひらく高水準な教育と生涯にわたる学びを推進すること
　② 賑わいと活力を創出する地域経済・産業の振興を推進すること ⑤ 公共施設等総合管理計画に基づく取組を推進すること
　③ 子どもが健やかに育つ環境の整備を推進すること ⑥ 第二次経営改革大綱の着実な実行により、財政健全化を推進すること

　令和3年度の一般会計予算額は615億円で、令和2年度と比較して3.0パーセ
ント、19億円の減少となっています。これは、令和元年度、令和2年度に次ぎ、当
初予算としては過去3番目の予算規模となっています。歳入のうち主なものとし
て、根幹となる市税収入は、前年度と比較して3.3パーセント、9億6千万円減の
277億6千万円を計上しました。
　次に、歳出のうち主なものとして、普通建設事業費では、鷺沼西跨線橋補修工
事や大久保小学校全面改築工事の実施設計、新消防庁舎の竣工や谷津小学校校
舎改築事業などで53億3千万円を計上しました。また、扶助費は、子ども・子育て
支援、生活保護や障がい者支援などの事業で増加により、161億1千万円を計上
しました。扶助費と同様に、補助費等でも子ども・子育て支援の関連事業で増加
しており、39億8千万円を計上しました。この他に、継続費として、（仮称）藤崎こ
ども園整備事業、大久保小学校校舎改築事業、小学校長寿命化改修事業、中学校
長寿命化改修事業、旧給食センター解体事業について、新規に設定しました。

習志野市議会〈会派〉元気な習志野をつくる会習志野市議会〈会派〉元気な習志野をつくる会

◎…予算化したもの、または実現するもの　○…一部予算化したもの、または一部実現するもの　△…予算はないが、取り組むもの　×…予算なし、取り組みできないもの　� （単位：千円）
要望事項 要望内容 担当部局 対応 摘　　要

1 新型コロナウイルス対策 75歳以上のPCR検査の実施 健康福祉部 ○
PCR検査は、医師や保健所が必要と判断された場合に実施することが基本とされておりますことから、現時点では、75歳以上の全ての高齢者に検査
を実施することは考えておりません。なお、引き続き令和3年度も国の補助金を活用し、市内の特別養護老人ホームやグループホーム等におけるクラ
スター防止の観点から、新規入所する高齢者で希望者へのPCR検査を実施いたします。

2 普通建設事業費の増額
（まちづくり要望）

公園の樹木の伐採及び道路白線の更新 都市環境部 ○ 順次、薄くなった路面標示の補修を行ってまいります。状況を確認し計画的に剪定を行ってまいります。なお、警察関係は千葉県警察本部に要望し
ております。

大原神社～実籾小前の道路の全面打ち換え 都市環境部 ○ 損傷具合が悪い箇所について、補修を実施してまいります。
マラソン道路未整備部分の促進（東習志野～新栄）都市環境部 △ マラソン道路の船橋市区域が現在再整備における未整備区域となっております。整備に向け、手法について見直しを検討してまいります。
あたご橋と付帯歩道橋の撤去 都市環境部 ○ あたご橋を含む市道00-009号線の交差点について、歩道橋の撤去や交差点の改良に向けた設計業務を令和3年度に実施してまいります。
しおかぜホール茜浜への交通アクセスの新設 健康福祉部 △ 四市複合事務組合から、交通アクセスについて、利用者の状況を見つつ検証していくと伺っております。

3・4・8号線の整備促進及び代替用地の確保 都市環境部 ○ 令和2年3月末に事業認可を取得し、令和2年度については、都市計画道路に関わる用地の境界確認等を行う測量業務を実施しております。令和3年度
は、国の令和2年度第3次補正予算を活用して道路詳細設計業務を実施してまいります。

3 区画整理の推進 実籾三丁目の土地区画整理事業の積極的な推進 都市環境部 △ 実籾三丁目地区では、地元において自主的な勉強会を開催しておりますので、今後も地元の動向に注視してまいります。

4 高潮対策の推進 高瀬川、菊田川、谷津川の水門の早期実現・着工 政策経営部 △ 千葉県では、3河川の高潮対策の検討を進める意向を示しており、本市としては、県との協力の下、水門設置をはじめとした高潮対策が円滑に進めら
れるよう努めてまいります。

5 旧庁舎跡地活用 定期借地による複合商業施設の検討 政策経営部 △
旧庁舎跡地活用は、「習志野市旧庁舎跡地活用に関する検討報告書」の提案内容などを参考に、庁内の検討会議である｢習志野市公共施設等総合管理計
画推進及びPFI検討会議」において検討を進めております。併せて、令和3年1月実施の国土交通省と内閣府が主催する、民間事業者との意見交換等を
通し、事業に対して様々なアイデアや意見を把握する調査、いわゆるサウンディングに参加し、跡地活用を検討する材料を捉えてまいります。

6 特別支援学校の設置 中等部・高等部の早期誘致 教育委員会 △ 県立習志野特別支援学校の中学部・高等部の設置につきましては、設置者である千葉県教育委員会と、引き続き協議してまいります。

7 いじめ問題の解消 SNS・アプリケーション等を使用した相談方法の
新設 教育委員会 △

いじめメール相談をこどもメール相談に改め、児童生徒への周知活動を進めてまいります。こどもメール相談は、1人1台のタブレット端末の活用を
図りながら児童生徒の悩みに広く対応してまいります。SNSを活用した相談については、近隣他市や他県の導入事例を調査し、メリット・デメリット
を整理し導入に向けた研究・検討をしてまいります。

8 土砂災害対策 実籾地区急傾斜地崩壊の早急な対策 総務部 △ 所有者との接触や、降雨時に状況確認を行うなど、現況について注視してまいります。
9 下水道整備 実籾本郷地区の下水道整備の促進 企業局 ○ 下水道工事着手に向け家屋事前調査や、支障物の移設工事を実施してまいります。

10 地域総合型スポーツクラ
ブの推進 空白地域への取組み 教育委員会 △ 空白地域においては、場所及び運営可能な人材確保が課題となっております。取組みについて、引き続き、検討してまいります。

11 健康寿命の延伸 お口の安心健康チェックの未受診者勧奨 健康福祉部 ○ 令和2年度より、70歳を対象に、9月末現在で未受診の者について、11月8日（いい歯の日）に合わせて未受診者勧奨を実施しております。3年度も引き
続き70歳を対象に実施を予定しております。

12 都市宣言の制定 市民の命を守る都市宣言の制定及び体制整備 政策経営部 △ 昨今の新型コロナウイルス感染症の影響下における差別的な事例の発生等を受け、庁内に（仮称）習志野市虐待・暴力・いじめ・差別から市民の命や家
族を守る都市宣言検討会を設置し、令和3年度中の宣言に向けて作業を進めております。

予算案のポイント



少子高齢化に立ち向かうため働く方々の住み
たい街を目指し、地方自治体間競争に勝ち、現
役世代に夢のある施策を展開させたい。

田
た

中
なか

 真
しん

太
た

郎
ろう

生年月日  1953年8月11日
住　　所  藤崎３-20-15
電　　話  047（473）6637
当選回数  4回
所属常任委員会  第29代議長
そ　の　他  
H P 等  

災害に強いまちづくりの推進 ! 近年の台風を
初めとする自然災害でも被害を受けた千葉県。
わたしは災害を学び、被害が少なくなる啓発と
共に、災害弱者が1人も取り残されない準備を
していきます。

清
し み ず

水 大
だいすけ

輔
生年月日  1971年4月8日
住　　所  鷺沼台3-14-18
電　　話  090（3816）4413
当選回数  4回
所属常任委員会  総務常任委員会
そ　の　他  会派代表
H P 等  https://www.facebook.

com/daisuke.shimizu3
まさに今、習志野市は大転換期を迎えています。
JR津田沼駅南北口の再生事業や鷺沼地区の区
画整理事業を全力で促進して参ります。　
同時に、新たな公共交通網の整備施策が肝心。こ
の2〜3年が、習志野市の将来都市像を方向付け
るのものです。全力で環境整備に取り組みます。

相
あいはら

原 和
かずゆき

幸
生年月日  1971年10月2日
住　　所  鷺沼1-11-14
電　　話  090（2478）7979
当選回数  3回
所属常任委員会  協働経済常任委員会 副委員長
そ　の　他  議会運営委員会 副委員長
H P 等  http://aihara1002.com/

少子超高齢化社会を迎え、地域包括ケアシス
テムの確立と持続可能な都市空間の創造を地
域の皆様と共に取り組みます。

飯
いいのう

生 喜
よしまさ

正
生年月日  1959年3月1日
住　　所  実籾2-5-5
電　　話  047（476）0520
当選回数  2回
所属常任委員会  都市環境常任委員会
そ　の　他  千葉県後期高齢者医療
　　　　　広域連合議会議員
H P 等  

定住促進を図り、自立的都市経営の推進を図
る上では、全世代にとっての魅力的なまちづ
くりは必然です。定住促進のための子育て教
育支援、待機児童の解消、健康寿命の延伸防
災・減災に取り組みます。

関
せ き ね

根 洋
ひろゆき

幸
生年月日  1986年7月13日
住　　所  谷津5-29-6
電　　話  047（779）4092
当選回数  2回
所属常任委員会  文教福祉常任委員会 副委員長
そ　の　他  習志野市議会議員団 団長
H P 等  http://sekine-hiroyuki.jp/

人口減少、少子高齢化社会の時代を迎えます
がこれからも市民の皆様が安心して住めるま
ちづくりに向けて、行政と議会が力を合わせ、
真剣に取り組んで参ります。

髙
たかはし

橋 正
まさあき

明
生年月日  1961年10月26日
住　　所  東習志野6-13-25
電　　話  047（472）4520
当選回数  1回
所属常任委員会  総務常任委員会
そ　の　他  議会報編集委員会
H P 等  

新型コロナウイルスワクチンの接種が始まります 発熱患者等の相談・診療・検査の流れ
接種順位

1 医療従事者など

2 昭和32年4月1日以前に生まれた人

3 ❷以外の人で、基礎疾患※がある人や
高齢者施設などに従事している人

4 ❶～❸に該当しない人

※該当する基礎疾患
■BMI 30以上の人
【目安】身長170cmで体重約87㎏、身長160cmで体重約77㎏

■下記の病気や状態のため、通院・入院している人
⃝慢性の呼吸器の病気�⃝慢性の心臓病（高血圧を含む）�
⃝慢性の腎臓病�⃝慢性の肝臓病（脂肪肝や慢性肝炎を除く）�
⃝インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病または他の病気を
併発している糖尿病�⃝血液の病気（鉄欠乏性貧血を除く）�
⃝免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）�
⃝ステロイド等、免疫の機能を低下させる治療を受けている�
⃝免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患�⃝神経疾患や神
経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害など）�
⃝染色体異常�⃝重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の
知的障害とが重複した状態）�⃝睡眠時無呼吸症候群

接種場所
■接種を実施している市内の医療機関
■市が実施する集団接種会場
・原則として市内の医療機関や接種会場で接種を受けていただきますが、長期入院

や長期入所している等、やむを得ない場合は、例外的に市外でワクチン接種を受け
ることができます。

・医療従事者などは、勤務先からお知らせします。

接種回数 　2回　　 接種費用 　無料

問合せ 習志野市新型コロナワクチン コールセンター
TEL 0570-002-322 
月〜金曜日（祝日を除く）  午前8時30分〜午後5時30分

接種を受けるには
「無料接種券」および「接種可能な時期」が来たら予約して接種を受けます。

1「無料接種券」が自宅に到着
左の接種順位❷の人には3月中旬以降、その他の人には4月以降に発送予定です。

2 接種可能な時期を確認
今後、国から接種順位ごとに示される予定です。

3 無料接種券を見ながら予約
電話やインターネットの他、LINEでも予約できます。

4 接種当日
無料接種券と本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）を持って会場へ。

自院で診療・検査可能な場合
近くの発熱外来※を案内

※発熱外来とは、発熱患者
を受け入れる意向を表明
した医療機関のうち千葉
県の指定を受けたもの

必ず事前予約をして受診
※医師の判断に応じて検査へ

身近な医療機関に
 電話で相談

必ず事前予約をして受診
※医師の判断に応じて検査へ

自
院
で
診
療・検
査
で
き
な
い
場
合

相
談
窓
口
を
紹
介 千葉県発熱相談

コールセンター
TEL03-6747-8414

（24時間対応）

かかりつけ医等の
地域で身近な

医療機関

電話相談

かかりつけ医がいない等
相談先に困ったときは

まずは

電話相談


